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小
さ
き
は 

小
さ
き
ま
ま
に 

花
さ
き
ぬ

野
辺
の
小
草
の 

安
け
さ
を
見
よ

（
大
正
五
年
作
）　
　
　

ご

あ

い

さ

つ

会
長
　
上
　
野
　
保
　
明

　
本
日
は
江
里
口
市
長
様
は
じ
め
多
く
の
来

賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
「
高
田
保
馬
博
士

を
た
た
え
る
会
」
を
開
く
こ
と
が
で
き
、
心

か
ら
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
元
旦
早
々
、
発
生
し
た
能
登
半
島
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
大
地
震
や
羽
田
空
港

に
お
け
る
航
空
機
の
衝
突
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス

が
思
い
が
け
な
く
飛
び
込
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
尊
い
命
を
亡
く
さ
れ
た
方
々
に
対
し
哀

悼
の
気
持
ち
を
表
す
と
と
も
に
、
今
な
お
不

自
由
な
避
難
生
活
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
て
い
る

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
日
も
早
く
普
通
の
生
活
状
態
に
戻
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
日
の
「
高
田
保
馬
博
士
を
た
た

え
る
会
」
も
今
年
で
二
十
九
回
目
を
迎
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
協

力
ご
支
援
の
お
陰
で
あ
る
と
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　
社
会
学
・
経
済
学
に
お
い
て
優
れ
た
業
績

を
残
さ
れ
た
高
田
保
馬
博
士
は
、
八
十
八
歳

で
亡
く
な
る
ま
で
学
問
に
一
生
を
さ
さ
げ
ら

れ
ま
し
た
。
二
年
ほ
ど
前
に
高
田
保
馬
博
士

ゆ
か
り
の
京
都
大
学
経
済
学
部
長
様
か
ら
、

京
都
大
学
経
済
学
部
は
、
二
〇
一
九
年
に
無

事
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
の
で
、
二
十
一
世

紀
に
世
界
で
活
躍
す
る
若
手
経
済
学
者
を
顕

彰
す
る
目
的
で
、
二
〇
二
二
年
度
か
ら
高
田

博
士
の
名
前
を
つ
け
た
「
高
田
保
馬
記
念
講

演
会
」
を
開
催
し
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ

り
、
ご
遺
族
の
方
か
ら
「
光
栄
な
こ
と
で

す
」
と
喜
ば
れ
て
開
催
さ
れ
る
運
び
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ほ
ど
博
士
の
業
績
が
称
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
驚
き
ま
し
た
。

　
私
も
そ
の
講
演
会
に
昨
年
の
五
月
に
参
加

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
高
田
先
生
の
後
に
つ

い
て
研
究
さ
れ
て
い
る
大
学
の
若
い
先
生
方

の
熱
心
な
議
論
が
戦
わ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
先
生
方
に
尊
敬
さ
れ
た
高
田
博
士
は
す
ご

い
方
だ
と
改
め
て
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　
三
日
月
小
学
校
で
は
四
年
生
の
皆
さ
ん
が

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
高
田
博
士
の

生
き
方
や
考
え
方
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
学
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
後
、
小
学
四
年
生
や
中
学
二

年
生
の
児
童
生
徒
た
ち
が
高
田
先
生
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
や
自
分
の
将
来
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
を
発
表
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、

し
っ
か
り
聞
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
の
先
生
の
学
問
に
対
す
る
真
摯

な
態
度
や
自
分
の
め
あ
て
を
達
成
す
る
た
め

の
あ
く
な
き
追
求
の
姿
勢
、
ま
た
、
周
り
の

人
に
対
し
て
は
優
し
く
接
す
る
と
い
っ
た
生

き
方
に
感
心
し
、
自
分
の
将
来
に
つ
い
て
も

真
剣
に
考
え
て
い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
先
生
の
生
き
た
姿
に
学
ん
だ

子
供
た
ち
が
、
将
来
自
分
の
目
標
を
達
成
す

る
よ
う
努
力
を
続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
作
品
を
応
募
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
入
賞
さ
れ
た
人
た

ち
の
表
彰
を
後
程
行
い
ま
す
。
入
賞
さ
れ
た

作
品
は
ホ
ワ
イ
エ
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で

後
程
ゆ
っ
く
り
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
高
田
博
士
顕
彰
会
は
、
博
士
の
業
績
と
遺

徳
を
顕
彰
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
社
会

文
化
の
向
上
を
目
指
し
て
、
平
成
六
年
の
設

立
以
来
活
動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
日
は
昨
年
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

諫
早
市
の
鎮
西
学
院
大
学
教
授
で
高
田
博
士

の
こ
と
を
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

吉
野
浩
司
先
生
に
お
い
で
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
、
高

田
博
士
顕
彰
会
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
申
し
上
げ
、
ま
た
、
ご
来
場

の
皆
様
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
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第
二十
九回
高田
保
馬
博
士
を
た
た
え
る
会

令
和
五
年
度
（
第
二
十
九
回
）

高
田
保
馬
博
士
を
た
た
え
る
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主 

催
　
高
田
保
馬
博
士
顕
彰
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共 

催
　
小
城
市
教
育
委
員
会

第
一
部
　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
○ 

書
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
三
日
月
書
道
愛
好
会
）

第
二
部
　
式
　
典

一
、
開
会
の
こ
と
ば

二
、
主
催
者
代
表
の
挨
拶

三
、
来
賓
の
祝
辞

四
、
来
賓
紹
介

五
、
祝
電
披
露

六
、
意
見
発
表

　
　「
高
田
保
馬
博
士
に
学
ん
だ
こ
と｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
日
月
小
四
年 

　
犬
山
　
諒
哉 

さ
ん

　
　「
夢
は
一
生
心
に
持
ち
続
け
よ
う｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
日
月
小
四
年 

　
篠
原
　
瑠
花 

さ
ん

　
　「
高
田
保
馬
博
士
の
生
き
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
日
月
小
四
年 

　
伊
藤
　
　
新 

さ
ん

　
　「
将
来
の
夢｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
日
月
小
四
年 

　
森
　
菜
々
美 

さ
ん

　
　「
私
の
ス
タ
ー
ト｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
日
月
中
二
年 

　
森
　
榎
那
子 

さ
ん

　
　「
夢
と
目
標｣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
日
月
中
二
年 

　
坂
井
　
美
奏 

さ
ん

七
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
第
二
部

八
、
高
田
保
馬
博
士
顕
彰
記
念
書
道
・
文
学
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

　
　
書
道
の
部
「
顕
彰
会
賞
　
金
賞
　
銀
賞
　
銅
賞
」

　
　
文
学
の
部
「
顕
彰
会
賞
　
金
賞
　
銀
賞
　
銅
賞
」

九
、
閉
会
の
こ
と
ば

▲書のパフォーマンス

▲意見発表▲意見発表

▲開会式
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高
田
博
士
顕
彰
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

・
顕
彰
会
賞

・
幼
稚
園
・
保
育
園

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
小
学
一
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
小
学
二
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
小
学
三
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
小
学
四
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
小
学
五
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
小
学
六
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
中
学
一
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
中
学
二
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
中
学
三
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
高
等
学
校
・
一
般

金
賞

銀
賞

銅
賞

挽
地
遼
仁

福
井
駿
太

野
田
大
晴

祝
　
恭
佑

野
中
え
れ
な

竹
澤
成
美

鮎
川
す
ず
な

松
尾
愛
凛

三
溝
由
莉

石
井
杏
奈

梶
尾
理
沙

岡
椿
姫

森
　
心
紅

楠
原
衣
織

白
水
優
愛

川
頭
瑛
果

大
島
陽
菜

祝
　
恭
美

香
月
悠
太

花
島
汐
音

鐘
ヶ
江
美
奈
美

西
　
紀
子

岸
川
璃
音

相
川
仁
美

大
中
愛
美

荒
木
梨
沙

神
代
詩
歩

品
川
美
采
樹

小
島
颯
斗

陣
内
仁
美

香
月
　
恵

柴
田
莉
緒

岸
川
瑞
希

角
希
沙
羅

加
藤
美
那

岸
川
　
凜

石
井
凛
果

前
田
さ
く
ら

武
廣
花
菜

久
保
碧
唯

石
田
莉
央

篠
原
羽
凪

伊
東
道
子

香
月
沙
菜

田
中
　
蓮

弦
巻
千
文

三
浦
和
愛

（
三
日
月
小
学
校
）

（
あ
し
か
り
こ
ど
も
園
）

（
牛
津
ル
ー
テ
ル
こ
ど
も
園
）

（
ひ
な
た
村
自
然
塾
）

（
厳
木
さ
く
ら
ん
ぼ
）

（
附
属
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
桜
岡
小
学
校
）

（
砥
川
小
学
校
）

（
春
日
小
学
校
）

（
牛
津
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
桜
岡
小
学
校
）

（
晴
田
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
晴
田
小
学
校
）

（
高
木
瀬
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
桜
岡
小
学
校
）

（
牛
津
小
学
校
）

（
川
上
小
学
校
）

（
桜
岡
小
学
校
）

（
牛
津
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
牛
津
小
学
校
）

（
附
属
小
学
校
）

（
桜
岡
小
学
校
）

（
川
上
小
学
校
）

（
春
日
北
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
桜
岡
小
学
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
東
原
庠
舎
中
央
校
）

（
三
日
月
小
学
校
）

（
桜
岡
小
学
校
）

（
晴
田
小
学
校
）

（
牛
津
小
学
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
鍋
島
中
学
校
）

（
附
属
中
学
校
）

（
東
原
庠
舎
中
央
校
）

（
東
原
庠
舎
中
央
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
小
城
中
学
校
）

（
小
城
中
学
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
東
原
庠
舎
中
央
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
小
城
中
学
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
三
日
月
中
学
校
）

（
一
般
）

（
佐
賀
農
業
高
校
）

（
佐
賀
農
業
高
校
）

（
一
般
）

（
佐
賀
農
業
高
校
）

大
中
美
乃
梨

出
雲
日
奈
子

石
坂
い
ろ
は

神
代
麗
司

横
尾
晴
翔

出
雲
悠
真

末
次
　
悠

柴
田
紅
羽

野
田
一
晴

川
原
田
隼
也

相
川
大
貴

橋
本
陽
佳
里

相
川
実
穂

三
溝
里
奈

新
郷
湊
人

北
島
こ
た
ろ
う

日
吉
菜
緒
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高
田
博
士
顕
彰
文
学
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

・
顕
彰
会
賞

・
小
学
校
低
学
年

金
賞

銀
賞

・
小
学
校
高
学
年

金
賞

銀
賞

銅
賞

・
中
学
校
の
部

金
賞

銀
賞

銅
賞

高
校
・
一
般
の
部

金
賞

銀
賞

銅
賞

森
　
榎
那
子

秀
島
蒼
空

牛
島
彩
葉

角
本
久
子

池
田
照
美

西
村
征
子

手
塚
式
代

出
雲
美
穂

牧
瀬
清
隆

高
田
保
馬
博
士
に
学
ん
だ
こ
と

　
三
日
月
小
四
年
　
犬
山
　
諒
哉

　ぼ
く
は
、総
合
的
な
学
習
の
時
間
、郷
土

の
偉
人
高
田
保
馬
博
士
に
つ
い
て
調
べ
た

こ
と
を
今
か
ら
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。

　博
士
は
、小
城
郡
三
日
月
町
大
字
金
田

字
遠
江
に
三
男
三
女
の
末
っ
子
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。

　明
治
三
十
年
四
月
に
佐
賀
市
旧
制
佐

賀
中
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。中
学
校
ま

で
の
道
の
り
は
、片
道
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

し
た
。ぼ
く
が
毎
日
通
っ
て
い
る
三
日
月

小
学
校
ま
で
の
片
道
の
な
ん
と
四
倍
で
す
。

登
下
校
だ
け
で
も
大
変
だ
っ
た
だ
ろ
う
な

あ
と
思
い
ま
す
。

中
学
校
の
時
、お
べ
ん
当
を
持
って
行
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。博
士
の
お
べ

ん
当
は
、竹
で
で
き
て
い
て
、中
身
が
、ご
は

ん
、つ
け
物
、た
く
あ
ん
、う
め
ぼ
し
だ
っ
た

の
で
、「
み
ん
な
に
か
ら
か
わ
れ
て
し
ま
う
」

と
思
い
、と
中
の
竹
林
に
お
べ
ん
当
を
か
く

し
て
、帰
り
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。食
べ
な
い

ま
ま
で
家
に
持
っ
て
帰
れ
ば
、お
母
さ
ん
が

心
配
す
る
か
ら
、そ
の
よ
う
に
し
て
い
た
の

で
し
ょ
う
。と
て
も
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
た

だ
ろ
う
な
と
思
い
ま
す
。

次
に
、み
な
さ
ん
は
、こ
の
よ
う
な
短
歌
を

し
って
い
ま
す
か
。

小
さ
き
は 
小
さ
き
ま
ま
に 

花
さ
き
ぬ

野
辺
の
小
草
の
　安
け
さ
を
見
よ

　こ
の
短
歌
の
意
味
は
、（
小
さ
い
花
や
雑

草
は
、小
さ
い
花
な
り
に
、一
生
け
ん
命
に

さ
い
て
い
る
。野
辺
や
道
ば
た
に
さ
い
て
い

る
花
が
安
ら
か
に
さ
い
て
い
る
の
を
見
て
ご

ら
ん
）で
す
。

　こ
れ
は
、三
日
月
小
学
校
の
し
ょ
く
員
室

前
に
あ
る
石
碑
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。ぼ
く

が
三
日
月
小
学
校
に
入
学
し
た
時
、こ
の

大
き
な
石
は
な
ん
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
し

た
。四
年
生
に
な
っ
て
、博
士
の
事
を
勉
強

し
て
、よ
う
や
く
そ
の
意
味
が
分
か
り
ま
し

た
。生
ま
れ
て
き
た
命
は
、大
き
い
小
さ
い

に
関
係
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
に
一
生
け
ん
命
に

い
き
て
い
る
ん
だ
と
ぼ
く
は
思
い
ま
し
た
。

　博
士
は
、中
学
校
卒
業
後
、熊
本
県
の

高
等
学
校
に
入
学
し
そ
の
後
は
、今
の
京

都
大
学
へ
進
学
し
て
い
ま
す
。昔
の
人
で
大

学
ま
で
行
く
の
は
す
ご
く
大
変
だ
っ
た
と

聞
き
ま
し
た
。で
も
、博
士
は
熱
心
に
勉
強

し
、す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。

特
に
、博
士
は
、社
会
学
と
経
済
学
に
力

を
入
れ
て
勉
強
し
ま
し
た
。こ
の
二
つ
の
領

域
に
お
い
て
、日
本
の
第
一
人
者
と
言
わ
れ

る
ほ
ど
に
な
っ
た
の
で
す
。二
つ
の
学
問
と

も
第
一
人
者
と
し
て
か
つ
や
く
す
る
な
ん
て

き
わ
め
て
い
例
で
す
。

　博
士
は
、大
学
こ
う
し
と
な
り
、そ
の
後
、

色
々
な
大
学
の
教
じ
ゅ
も
つ
と
め
ま
し
た
。

そ
の
間
、博
士
は
、百
さ
つ
に
も
の
ぼ
る
本

を
書
い
た
り
、た
く
さ
ん
の
論
文
を
書
い
た

り
と
、学
問
に
情
熱
を
注
ぎ
ま
し
た
。更
に
、

後
は
い
を
熱
心
に
指
ど
う
し
た
り
、り
っ
ぱ

な
学
者
を
多
く
育
て
た
り
し
て
い
ま
す
。ま

た
博
士
は
、度
々
の
外
国
留
学
の
チ
ャ
ン
ス

を
見
送
っ
て
い
ま
す
が
、な
ぜ
か
と
言
う
と
、

年
老
い
た
母
を
お
い
て
行
く
の
は
、し
の
び

な
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。ロ
シ
ア
の
大
作

家
ト
ル
ス
ト
イ
に
会
う
こ
と
が
夢
で
し
た

が
、け
っ
き
ょ
く
そ
の
夢
が
か
な
う
こ
と
は

有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　最
後
に
、ぼ
く
の
夢
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。ぼ
く
の
夢
は
，学
校
の
先
生
に
な
る

多
久
島
眞
理
子

出
雲
悠
真

西
津
雄
晴

向
井
広
輝

西
村
妃
葵

井
上
律
希

江
島
悠
月

平
川
蒼
乃

與
儀
穂
香

石
井
凛
果

川
頭
龍
成

大
久
保
来
美

（
一
　
般
）

（
附
属
小
学
校
）

（
砥
川
小
）

（
三
日
月
小
）

（
三
日
月
小
）

（
三
日
月
小
）

（
桜
岡
小
）

（
砥
川
小
）

（
桜
岡
小
）

（
三
日
月
中
）

（
三
日
月
中
）

（
三
日
月
中
）

（
三
日
月
中
）

（
三
日
月
中
）

（
三
日
月
中
）

（
一
　
般
）

（
一
　
般
）

（
一
　
般
）

（
一
　
般
）

（
一
　
般
）

（
一
　
般
）
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こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、友
達
を
大
切

に
し
、宿
題
も
な
る
べ
く
自
分
で
か
い
決
し
、

そ
し
て
、家
庭
学
習
の
時
間
を
ふ
や
し
ま

す
。そ
し
て
、な
に
よ
り
も
生
ま
れ
て
き
た

命
に
感
し
ゃ
し
、家
族
を
大
切
に
す
る
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
、ぼ
く
は
高
田
保
馬

博
士
の
こ
と
を
勉
強
し
て
思
い
ま
し
た
。

夢
は
一
生
心
に
持
ち
続
け
よ
う

三
日
月
小
四
年
　
篠
原
　
瑠
花

　私
が
通
って
い
る
三
日
月
小
学
校
の
石
碑

に
は
、「
志
は
朽
ち
ざ
る
に
あ
り
」と
書
い

て
あ
り
、私
は
、誰
が
書
い
た
の
か
、ど
ん

な
意
味
な
の
か
、考
え
も
し
な
い
で
、い
つ

も
通
り
す
ぎ
て
い
ま
し
た
。「
高
田
保
馬
」

と
い
う
人
が
い
る
こ
と
は
、ど
こ
か
で
聞
い

て
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、い
っ
た
い
ど
ん
な
こ

と
を
し
た
人
な
ん
だ
ろ
う
と
思
って
い
ま
し

た
。

　四
年
生
に
な
り
、総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
高
田
保
馬
先
生
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。三
日
月
小
学
校
の
中
で
、高
田
保

馬
博
士
め
ぐ
り
を
し
ま
し
た
。そ
の
と
き
に
、

顔
が
分
か
り
、な
ん
と
三
日
月
小
の
校
歌

を
作
っ
た
人
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。一
番
知
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、「
志

は
朽
ち
ざ
る
に
あ
り
」と
い
う
言
葉
の
意

味
で
す
。「
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ

と
は
一
生
心
に
持
ち
続
け
ら
れ
る
」と
い

う
意
味
で
し
た
。私
は
、そ
の
こ
と
を
知
り
、

夢
は
一
生
心
に
持
ち
続
け
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

　私
の
夢
は
、ダ
ン
ス
の
先
生
に
な
る
こ
と

で
す
。曲
に
合
わ
せ
て
お
ど
っ
た
り
、ふ
り
つ

け
を
し
た
り
、ダ
ン
ス
を
教
え
た
り
す
る
こ

と
が
大
好
き
な
の
で
、ダ
ン
ス
の
先
生
は
楽

し
そ
う
だ
な
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。そ
の
夢

を
母
に
話
す
と
、

「
ダ
ン
ス
が
本
当
に
好
き
な
子
は
、家
で
も

た
く
さ
ん
練
習
し
て
い
る
と
思
う
よ
。ダ
ン

ス
教
室
へ
行
け
ば
、上
手
な
人
が
た
く
さ

ん
い
る
で
し
ょ
う
？
今
は
ダ
ン
ス
教
室
も

増
え
て
、ダ
ン
ス
の
先
生
を
目
指
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
る
子
も
多
い
だ
ろ
う
か
ら
、本
当

に
ダ
ン
ス
の
先
生
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
の
な
ら
、ま
ず
は
上
手
な
お
姉
さ
ん
達

を
こ
え
る
ぐ
ら
い
が
ん
ば
ら
な
い
と
ね
。」

と
言
わ
れ
、あ
き
ら
め
ず
に
一
生
け
ん
命

ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

で
す
が
、実
際
に
ダ
ン
ス
の
練
習
を
し
て

い
る
と
、あ
る
て
い
ど
の
と
こ
ろ
で
、「
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
も
う
い
い
」と
少
し

し
か
練
習
を
せ
ず
に
、終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。そ
の
あ
と
は
、ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
を
見
た
り
し
て
、く
つ
ろ
い
で
し

ま
い
ま
す
。母
か
ら

「
る
か
が
く
つ
ろ
い
で
い
る
時
間
に
、周
り
の

み
ん
な
は
、ダ
ン
ス
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん

だ
よ
。る
か
は
そ
の
ま
ま
で
い
い
の
。」

と
聞
か
れ
、高
田
保
馬
先
生
の「
志
は
朽

ち
ざ
る
に
あ
り
」と
い
う
言
葉
を
思
い
出
し
、

練
習
を
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。そ
れ
以
来
、家
で
も
ダ
ン
ス
の

練
習
を
が
ん
ば
って
い
ま
す
。高
田
保
馬
先

生
の
言
葉「
志
は
朽
ち
ざ
る
に
あ
り
」を
む

ね
に
き
ざ
み
、今
後
も
ダ
ン
ス
の
練
習
を

続
け
、上
手
に
な
って
い
き
た
い
で
す
。

高
田
保
馬
博
士
の
生
き
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と

　
三
日
月
小
四
年
　
伊
藤
　
　
新

　わ
た
し
は
高
田
保
馬
博
士
の
生
き
方
に

つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。高
田
保
馬
博
士
は
、

わ
た
し
と
同
じ
十
二
月
生
ま
れ
で
す
。保

馬
博
士
は
、大
正
三
年
に
京
都
帝
国
大
学

法
科
大
学
の
講
師
に
な
り
、そ
の
後
い
ろ

い
ろ
な
大
学
の
教
授
を
つ
と
め
ま
し
た
。そ

の
間
保
馬
博
士
は
、本
を
百
冊
く
ら
い
書

い
た
り
、た
く
さ
ん
の
論
文
を
書
い
た
り
し

て
、学
問
に
情
熱
を
傾
け
た
そ
う
で
す
。わ

た
し
だ
っ
た
ら
、本
を
百
冊
書
く
と
な
る
と
、

途
中
で
飽
き
て
や
め
た
い
と
思
う
は
ず
で

す
。保
馬
博
士
は
、そ
れ
ほ
ど
学
問
に
情

熱
を
か
た
む
け
て
い
た
の
で
す
。ま
た
、後

は
い
を
熱
心
に
指
導
し
、立
派
な
学
者
を

数
多
く
育
て
て
い
き
ま
し
た
。保
馬
博
士

は
、ロ
シ
ア
の
大
作
家
ト
ル
ス
ト
イ
に
会
う

の
が
若
い
こ
ろ
の
夢
で
し
た
が
会
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ

カ
を
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。保

馬
博
士
は
、学
問
に
対
す
る
き
び
し
さ
の

他
、や
さ
し
い
面
も
持
って
い
ま
し
た
。気
の

毒
な
人
を
見
る
と
、だ
ま
っ
て
い
ら
れ
な
い

性
格
で
、手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
も
度
々
あ

り
ま
し
た
。忙
し
い
中
に
ひ
ま
を
見
つ
け
て

は
短
歌
を
つ
く
り
、そ
の
数
は
数
千
首
に
お

よ
び
一
級
の
歌
人
と
ほ
め
た
た
え
ら
れ
ま

し
た
。わ
た
し
の
学
校
に

小
さ
き
は 

小
さ
き
ま
ま
に 

花
さ
き
ぬ

野
辺
の
小
草
の
　安
け
さ
を
見
よ

と
い
う
短
歌
が
き
ざ
ま
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、「
自
分
な
り
で
い
い
か
ら
、一
生
懸
命

に
人
生
を
送
ろ
う
」と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
た
短
歌
で
す
。

　わ
た
し
は
、マ
ン
ガ
家
に
な
る
の
が
夢
で

す
。理
由
は
、お
も
し
ろ
い
マ
ン
ガ
を
い
っ

ぱ
い
作
って
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
た
い
か
ら

で
す
。わ
た
し
は
、ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
の
背

景
や
、キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
ま
ね
し
て
マ
ン
ガ

を
か
い
て
い
ま
す
。ま
た
、ア
ク
シ
ョ
ン
も
か

く
の
で
、わ
た
し
が
好
き
な
ア
ク
シ
ョ
ン
ス

タ
ー
の
ジ
ャ
ッ
キ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
や
、ブ
ル
ー

ス
・
リ
ー
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
お
手
本
に
し
て

い
ま
す
。マ
ン
ガ
を
か
く
と
き
に
い
ろ
い
ろ

な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
思
い
浮
か
ん
で
楽
し
い

で
す
。保
馬
博
士
が
学
問
に
情
熱
を
か
た

む
け
た
よ
う
に
わ
た
し
も
、も
っ
と
人
に
や

さ
し
く
し
て
、夢
に
近
づ
き
た
い
で
す
。で

す
が
ま
ん
が
家
に
な
れ
る
の
は
一
万
人
に

一
人
く
ら
い
だ
そ
う
で
す
。保
馬
博
士
に

も
叶
わ
な
い
夢
が
あ
っ
た
よ
う
に
わ
た
し

も
、マ
ン
ガ
家
に
な
れ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。で
す
が
、そ
の
努
力
が
将
来
に
つ
な
が

る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。わ
た
し
は
、去

年
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
ま
な
ぶ
は
ま
ね
ぶ
」と
い
う
言
葉
で

す
。こ
れ
は
、父
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

活
や
く
し
て
い
る
マ
ン
ガ
家
や
、保
馬
博
士

の
こ
と
を
た
く
さ
ん
ま
ね
し
て
、成
長
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。今
年
は
辰
年
で

す
。辰
は
天
に
ま
い
上
が
る
生
き
物
な
の
で
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
マ
ン
ガ
家
に
近
づ
け
る

よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

将
来
の
夢

三
日
月
小
四
年
　
森
　
菜
々
美

　ず
う
っ
と
勉
強
熱
心
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人

に
勉
強
を
教
え
て
す
ご
い
。

　こ
れ
は
、
私
が
高
田
保
馬
さ
ん
に
つ
い
て

調
べ
て
き
て
、
皆
さ
ん
に
一
番
伝
え
た
い
こ

と
で
す
。

　高
田
保
馬
さ
ん
は
、
明
治
十
六
年
、
現

在
の
佐
賀
県
三
日
月
町
お
お
あ
ざ
遠
江

に
三
男
三
女
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
高
校
は
、
第
五
高
等
学
校
に
入

学
し
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
成
績
を
お
さ

め
て
い
た
そ
う
で
す
。
高
田
保
馬
さ
ん
は
、

往
復
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
っ
た
道
を
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歩
い
て
通
学
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
さ

に
、
努
力
が
実
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
、

小
さ
き
は 

小
さ
き
ま
ま
に 

花
さ
き
ぬ

野
辺
の
小
草
の
　安
け
さ
を
見
よ

と
い
う
短
歌
を
知
って
い
ま
す
か
。
こ
の
短

歌
の
意
味
は
、「
自
分
な
り
で
い
い
か
ら
、

一
生
懸
命
人
生
を
送
ろ
う
」
と
い
う
意
味

で
す
。
ま
さ
に
、
高
田
保
馬
さ
ん
の
人
生

の
よ
う
で
す
。

　私
が
一
番
感
動
し
た
の
は
、
私
た
ち
が

見
向
き
も
し
な
い
ざ
っ
草
に
も
愛
情
を
示

し
、
よ
く
短
歌
を
詠
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

保
馬
さ
ん
は
、
学
問
に
対
す
る
厳
し
さ
と

反
対
に
、
優
し
い
一
面
も
あ
る
、
と
って
も

い
い
人
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

二
番
目
に
感
動
し
た
の
は
、

「
勉
強
、
勉
強
！
」

と
言
う
言
葉
を
残
し
て
、
永
眠
し
た
こ
と

で
し
た
。
最
後
ま
で
勉
強
と
い
う
言
葉
を

残
し
て
お
ら
れ
て
、
想
像
を
遥
か
に
超
え

て
、
勉
強
が
好
き
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　高
田
保
馬
さ
ん
は
、
私
の
あ
こ
が
れ
で

目
標
で
す
。
私
も
、
高
田
保
馬
さ
ん
の
よ

う
に
、
頭
が
良
く
な
り
た
い
で
す
。
頭
が

よ
く
な
っ
て
、
自
分
の
将
来
の
夢
で
あ
る

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
に
役
立
て
た
い
で
す
。
私

は
、
友
達
と
協
力
し
て
、
パ
ン
や
ケ
ー
キ

の
お
店
を
開
く
こ
と
が
夢
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
私
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
料
理

が
好
き
で
、
よ
く
料
理
を
お
う
ち
で
作
っ

て
い
ま
し
た
。
家
で
、
あ
ま
い
卵
焼
き
を

作
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、
さ
と
う
が
少
な

く
て
あ
ま
さ
が
足
り
な
く
な
っ
た
時
が
あ

り
ま
す
。
で
も
、と
って
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　そ
し
て
、
私
が
普
段
か
ら
心
が
け
て
い
る

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

こ
こ
ろ
ざ
し
は
、
く
ち
ざ
る
に
あ
り

こ
の
短
歌
は
、

「
自
分
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
一

生
心
に
持
ち
続
け
ら
れ
る
」
と
言
う
意
味

で
す
。
私
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
お

母
さ
ん
に
料
理
を
手
伝
って
も
ら
って
ア
ド

バ
イ
ス
を
聞
く
こ
と
で
す
。

　高
田
保
馬
さ
ん
は
、
と
って
も
優
し
い
努

力
家
で
す
。
保
馬
さ
ん
は
、
気
の
毒
な
人

を
見
る
と
、
だ
ま
っ
て
お
れ
な
い
性
格
で
、

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
と
言

い
ま
す
。

　高
田
保
馬
さ
ん
は
、
私
に
と
って
あ
こ
が

れ
で
す
。
私
も
高
田
保
馬
さ
ん
の
よ
う
に

な
れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
で
、

私
の
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。

私
の
ス
タ
ー
ト

三
日
月
中
二
年
　
森
　
榎
那
子

　ど
ん
な
食
べ
物
、
環
境
、
生
活
な
の
か
、

こ
れ
ら
は
私
が
生
物
を
見
て
い
る
と
き
に

考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
は
幼
い
頃
か

ら
生
物
が
好
き
で
し
た
。
庭
先
で
ア
リ
の

行
列
を
見
つ
け
る
と
餌
を
運
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
ず
っ
と
見
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
五

歳
か
ら
十
歳
ま
で
カ
ブ
ト
ム
シ
を
飼
って
い

ま
し
た
。

　動
物
園
や
水
族
館
に
行
っ
た
り
、
テ
レ

ビ
番
組
や
本
を
見
た
り
し
て
ど
ん
な
生
物

が
い
る
の
か
、
絶
滅
し
そ
う
な
生
物
、
環

境
汚
染
に
よ
る
影
響
な
ど
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　そ
の
中
で
も
特
に
環
境
汚
染
で
絶
滅
し

て
い
く
生
物
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
人

間
の
身
勝
手
な
活
動
で
住
処
が
な
く
な

る
、
食
べ
物
が
な
く
な
る
、
敵
が
増
え
る
、

命
を
落
と
す
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
自
然

界
で
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ

り
数
が
減
る
、
絶
滅
す
る
生
物
が
出
て
き

て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
こ
と
を
知
り
、
と

て
も
心
苦
し
く
な
り
ま
し
た
。

　二
億
年
前
は
千
年
で
一
種
類
、
百
年
前

は
一
年
で
一
種
類
、
一
九
七
五
年
は
一
年

で
千
種
類
、
現
在
は
一
年
で
四
万
種
類

以
上
の
生
物
が
絶
滅
し
て
い
ま
す
。
一
年

で
四
万
種
類
と
い
う
こ
と
は
、
一
日
で
百

種
類
以
上
が
絶
滅
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
は
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
絶
滅
し
て
い
る
生

物
の
種
類
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
ま
ま
だ
と
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
す
べ
て

の
生
物
の
約
四
分
の
一
が
絶
滅
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　私
は
こ
の
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
私
た
ち

全
員
が
環
境
汚
染
に
つ
い
て
取
り
組
ま
な

い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

私
は
生
物
学
者
に
な
り
た
い
で
す
。
生
物

を
研
究
し
て
、
様
々
な
生
物
が
生
き
や
す

い
環
境
を
作
り
、
生
物
多
様
性
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
人
間
の
手
で
壊
し
て

し
ま
っ
た
も
の
は
人
間
の
手
で
戻
し
て
い
き

た
い
で
す
。
ま
ず
、
絶
滅
し
そ
う
な
生
物

が
な
ぜ
減
って
い
る
の
か
を
調
べ
、
解
決
策

を
考
え
ま
す
。
次
に
ど
ん
な
環
境
が
生
き

や
す
い
の
か
を
調
べ
ど
う
す
れ
ば
そ
の
環

境
が
作
れ
る
の
か
を
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
活
動
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
、
み
ん
な
が
取
り
組
め
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　環
境
汚
染
は
巡
り
巡
っ
て
私
た
ち
人
間

に
か
え
っ
て
き
ま
す
。
水
質
汚
染
で
汚
れ

た
海
、
川
な
ど
か
ら
と
れ
た
魚
を
食
べ
た

り
、
虫
も
食
べ
な
い
ほ
ど
、
農
薬
を
か
け

た
野
菜
を
食
べ
た
り
、
空
気
汚
染
や
病

原
菌
の
蔓
延
な
ど
に
よ
っ
て
病
気
に
な
っ

た
り
、
な
ど
人
間
に
も
影
響
が
出
ま
す
。

環
境
を
改
善
す
る
と
私
た
ち
人
間
に
も
良

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
よ
り
も
も
っ
と

た
く
さ
ん
の
生
物
と
触
れ
合
え
、
水
族
館

や
動
物
園
で
今
は
展
示
さ
れ
て
い
な
い
生

物
が
未
来
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
は
そ
ん
な
未
来
を
想
像

す
る
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。

　人
と
生
物
が
共
存
で
き
る
世
界
を
作
る
。

こ
れ
が
私
の
夢
で
す
。
生
物
学
者
に
な
る

こ
と
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
な

の
で
す
。
こ
の
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
物
の

た
め
に
こ
れ
か
ら
夢
に
向
か
って
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

夢
と
目
標

三
日
月
中
二
年
　
坂
井
　
美
奏

　私
は
、
今
夢
は
何
で
す
か
と
き
か
れ
る

と
答
え
ら
れ
る
自
信
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私

は
自
分
の
将
来
が
想
像
で
き
ず
、
自
分
の

将
来
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
す
が
、
私
の
目
標
は
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
人
の
た
め
に
行
動
で
き
る
人
、
人

を
笑
顔
に
で
き
る
人
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
は
、
こ
の
目
標
を
も
と
に
将
来
の
夢
を

決
め
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、

人
見
知
り
で
あ
り
な
が
ら
も
目
立
ち
た
が

り
や
で
も
あ
る
の
で
、
仲
の
良
い
人
で
な
い

と
気
楽
に
話
す
こ
と
が
出
き
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
そ
れ
を
こ
く
ふ
く
す
る
た
め
に
こ

れ
ま
で
学
校
行
事
な
ど
で
、
劇
で
主
役
を

演
じ
て
み
た
り
、
ピ
ア
ノ
の
伴
奏
を
し
て

み
た
り
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
た
。
そ
し
て
少
し
自
分
に
自
信
が
持
て
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る
よ
う
に
な
り
、
前
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
人

と
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
活
動
を
し
て
い
く
な
か
で
、
私

は
、
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
ど
ん
な
こ
と
に
も
、
た
く
さ
ん
の

人
の
助
け
や
支
え
が
あ
る
か
ら
こ
そ
良
い

も
の
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
は
今
ま
で
完
成
さ
れ
た
も

の
し
か
見
た
こ
と
が
な
く
、
そ
の
大
変
さ

を
知
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
今
回
劇
を
し
た
こ
と
は
、
自
分
の
こ

と
を
と
て
も
成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
一

つ
の
劇
を
す
る
の
に
、
裏
方
の
人
も
ふ
く

め
て
何
十
人
の
人
と
何
日
も
の
練
習
を
し

ま
し
た
。
セ
リ
フ
を
覚
え
る
の
に
も
、
時

間
が
か
か
り
、
ふ
り
を
つ
け
る
の
も
覚
え

な
く
て
は
い
け
な
く
と
て
も
大
変
で
、
そ

の
間
、
他
の
人
た
ち
も
色
々
な
活
動
を
し

本
番
前
日
ま
で
練
習
を
つ
づ
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
本
番
で
は
、
自
分
が
思
っ
て
い

た
以
上
の
反
応
が
あ
り
、
劇
が
終
わ
っ
た

あ
と
色
々
な
人
か
ら
演
技
を
ほ
め
ら
れ
た

り
、
笑
顔
に
な
って
く
れ
た
り
し
て
、
と
て

も
が
ん
ば
って
よ
か
っ
た
な
と
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
裏
で
、
人
の
た
め
に

動
く
人
た
ち
の
姿
、
表
で
は
人
を
楽
し
ま

せ
る
姿
、
そ
ん
な
姿
の
人
た
ち
を
見
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
私
は
人
の
た
め
に
行
動
し
、

人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
生
き
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　私
は
、
将
来
の
自
分
が
想
像
で
き
な
い

と
は
じ
め
の
方
で
言
って
い
ま
し
た
が
、
今

で
も
そ
れ
は
か
わ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

将
来
こ
の
目
標
を
自
分
の
夢
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
た
ら
、
き
っ
と
自
分
の
未
来

が
明
る
く
な
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

今
も
こ
れ
か
ら
も
こ
の
目
標
を
胸
に
、
生

活
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

あ
ら
す
じ

　
社
会
学
と
経
済
学
研
究
で
、
偉
大
な
業

績
を
残
し
た
、
郷
土
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

高
田
保
馬
。
貧
し
い
人
の
味
方
に
な
り
、

ど
ん
な
苦
境
に
も
屈
せ
ず
志
を
貫
い
た
高

田
。「
人
間
の
値
打
ち
は
百
年
後
に
き
ま

る
」
と
言
い
続
け
て
き
た
高
田
の
生
き
様

は
、
い
ま
全
国
的
に
再
評
価
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
そ
ん
な
高
田
を
育
ん
だ
の
は
、
ふ
る
さ

と
三
日
月
の
深
い
歴
史
と
風
土
で
あ
っ

た
。
文
学
者
で
も
あ
っ
た
高
田
が
残
し
た

校
歌
は
、
県
内
に
十
一
も
あ
り
、
い
ま
で

も
三
口
月
小
・
中
学
校
で
歌
わ
れ
続
け
て

い
る
。
民
族
の
対
立
が
な
く
な
り
、
世
界

平
和
が
来
る
よ
う
期
待
し
た
高
田
の
夢
。

　
去
年
生
誕
百
四
十
周
年
で
も
あ
る
高
田

の
想
い
が
、
三
日
月
の
青
少
年
に
ど
う
伝

わ
る
か
。
高
田
の
活
躍
を
支
え
た
母
ク
ス

と
妻
キ
ヌ
の
存
在
も
、
映
画
の
大
き
な
要

素
と
な
る
。

小城市映画製作実行委員会三日月部会　連絡先 090-1367-5402（小城映画製作実行委員会三日月部会）
実行委員長／江口 尚久　  監督／田中 正照　  脚本／谷口 文章　  監修／吉野 浩司

三日月が生んだ社会・経済学者高田保馬
志在不朽ふるさと映画上映ふるさと映画上映

映画案内役
講談師 神田  紅 さん

製 作
・小城市映画製作実行委員会三日月部会で作るふるさと映画
・三日月小・中学校と連携した映画づくりを国指す
・三日月町在住または出身者を中心にスタッフとキャストを募集する
・ドキュメンタリーとドラマを合わせた、６０分問ドキュメンタリー映

画とする
・市民や団体の協賛金を集め製作資金とする
・小城市教育委員会の後援を頂き、映画完成後は短縮版を学校教育用に

寄贈する
・映画案内役は講談師神田紅さん（日本講談協会会長）

製作スケジュール
2023 年  ４月～　高田保馬勉強会、地域の歴史勉強会、地域の祭り撮影他
2024 年  ４月　　脚本完成　
2024 年  ６月　　オーディション
2024 年 10 月　　月撮影開始
2025 年  ２月　　クランクアップ、編集開始
2025 年  ７月　　映画完成、ドゥイング三日月上映会　以降各地で上映会
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氏　　　名 地　区 氏　　　名 地　区 氏　　　名 地　区 氏　　　名 地　区

団　体　名 団　体　名 団　体　名 団　体　名団　体　名

龝　山　千鶴子

池 田 正 恭

上 野 保 明

江 口 尚 久

江里口　秀　次

江里口　義　広

大 串 博 志

社

小 城 町

佐 織

久 本

小 城 町

長 神 田

初 田

大 地 町

小 城 町

長 神 田

五 条

初 田

佐 賀 市

牛 津 町

三 ヶ 島

本 告

三 ヶ 島

三 ヶ 島

東 分

小 城 町

江 利

今 市

久 本

江 口

久 米

長 神 田

合 瀬 健 一

大　野　敬一郎

香　月　チエミ

木 塚 里 美

末　次　正二郎

多久島眞理子

田 中 正 照

谷 田 信 二

堤 　 憲 治

永 橋 啓 機

西 　 正 博

西 村 征 子

野 中 　 暁

百 武 洋 子

深 町 浩 二

藤 川 善 行

藤　木　卓一郎

古 川 　 康

山　田　トモ子

大 地 町 自 治 会
立 物 自 治 会
袴 田 自 治 会
芦 田 自 治 会
道 辺 自 治 会

三 ヶ 島 自 治 会
堀 江 自 治 会
深 町 自 治 会
島 溝 自 治 会
四 条 自 治 会

遠 江 自 治 会
久 本 自 治 会
社 自 治 会
金 田 自 治 会
立 石 自 治 会

江 利 自 治 会
五 条 自 治 会
樋 口 自 治 会
大 寺 自 治 会
佐 織 自 治 会

戌 自 治 会
高 田 自 治 会
長 神 田 自 治 会
仁 俣 自 治 会
本 告 自 治 会

団　体　名
本 告 老 人 会
土 生 自 治 会
吉 原 自 治 会
甲 柳 自 治 会

※お問い合せ先　小城市文化課（☎ 73− 8809）

※氏名、地区名は漢字でお願いします。

顕彰会へのご入会と令和顕彰会へのご入会と令和６６年度会費納入についてのお願い年度会費納入についてのお願い

収 入  ¥ 7 6 1 , 2 3 3 − 支 出  ¥ 3 3 4 , 5 8 3 ＝ 差 引 算 残 高  ¥ 4 2 6 , 6 5 0

　顕彰会活動に当たって、会員の皆様のご支援、ご協力に対し心から感謝申し上げます。
　本年も顕彰会へのご入会と令和 5 年度会費納入方よろしくお願いします。

高田保馬博士顕彰会 会員名簿 （会費納入者・会費納入団体）
（令和 5 年度）（順不同・敬称略）

1　個　人　会　員

2　団　体　会　員

4　令和 5 年度 高田保馬博士顕彰会収支報告書

3　寄　　付　　者 大道工業株式会社

1 . 前年度繰越金
2 . 会費
3 . 市助成金
4 . 寄付金
5 . 雑収入
　　　計

1 . 事務費
2 . 会議費
3 . 事業費
4 . 予備費

　　　計

収　　　入 支　　　出
2 8 3 , 5 1 1
2 8 7 , 7 2 0
9 0 , 0 0 0
1 0 0 , 0 0 0

2
7 6 1 , 2 3 3

3 2 , 5 1 1
0

2 9 7 , 0 7 2
5 , 0 0 0

3 3 4 , 5 8 3


